
食物栄養学科

［ 2023 年度以降入学生に適用］

教育目標

ライフステージに応じた栄養・ 調理の知識、 技術を修得し 、 少子高齢社会において一人ひと り のライフ

スタイルに即した健康管理に貢献できる栄養士を育てます。 また、 幅広い教養と倫理観を修得することに

より 、 社会人としての良識と判断力を持った積極的で心温かい人材を養成します。

ディ プロマポリ シー（ 卒業認定・ 学位授与に関する方針）

食物栄養学科（ 以下、「 本学科」 と いう ） では、 2 年以上在学し 本学の課程を修め、 かつ次のよう な資

質・ 能力を備えた者に短期大学士（ 食物栄養学） の学位を授与します。

態度・ 志向性

⑴ 社会人としての倫理と教養・ 基本的な語学力などを修得している。（ 教養科目）

⑵ 本学の「 建学の精神」 および本学科の「 教育目標」 を修得し 、 栄養の専門職とし使命感と責任感を

もって職務を遂行できる。

⑶ 自ら適切な食生活を実践できる自己管理能力と協調性をもって連携・ 協働することで社会に貢献し

たい強い意志を持っている。

知識・ 技能

⑴ 対象者に応じた食事の管理を中心とした栄養管理を適切に実践できる。

⑵ 栄養学の専門的知識および技術を活用し 、 課題に対して必要な情報を収集・ 選択し 、 科学的視点を

持って論理的に判断し、 健全な発育・ 発達、 健康の維持・ 増進、 疾病の発症予防に貢献できる。

⑶ 科学的視点と専門的知識および技術をもって、 個人や集団の健康状態や特性をふまえた、 良質で安

全な食事の管理を中心とした栄養管理を行う 。

実践力・ 応用力

⑴ 栄養学研究の基礎から応用までの必要性を理解し 、 研究成果を実践に応用・ 活用できる。

⑵ 人々の生活背景や価値観を尊重し 、 豊かな人間性を持って、 より 良い食生活の意思決定を支援でき

る。

⑶ 食事の管理を中心とした食のスぺシャリ スト と しての誇り を持ち、 人々の健康増進に寄与するため

に生涯を通して自律的に学び続ける。

カリ キュラムポリ シー（ 教育課程の編成方針）

本学科では、 厚生労働省が「 栄養士養成施設の指定基準」 と して定めている教育内容と単位数を充足し

たう えで、 本学の卒業認定・ 学位授与の方針（ ディ プロマポリ シー） に掲げる知識・ 技能などの修得目標

を達成するために、 教養科目、 専門科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し 、 講義、 演習、 実験、

実習を適切に組み合わせた授業を開講します。
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態度・ 志向性

⑴ 本学の「 建学の精神」 および本学科の「 教育目標」 を修得すると と もに、 学生と しての学修・ 生活

態度を修得するために、 初年次教育科目を配置する。

⑵ 栄養士として社会に貢献する使命感や倫理観、 ならびに自らの食生活についても主体的に適切な食

生活に行動変容できる自己管理能力を有する栄養士を養成するために、 キャリ ア支援科目を配置する。

知識・ 技能

⑴ 栄養士としての基礎的知識と技術および社会人力を修得させるため、 これらに対応する栄養士専門

基礎科目および基礎的な教養を涵養するための短期大学部共通教養科目（ 合同科目） を配置する。

⑵ 多様なライフステージに対応できる栄養指導、 献立作成、 調理法、 集団給食の知識と技術、 コミ ュ

ニケーショ ン能力およびプレゼンテーショ ン能力などを修得させるためのアクティ ブ・ ラーニングを

活用した発展的専門教科を配置する。

実践力・ 応用力

⑴ 栄養士が活躍する多様な現場で、 その状況に応じた適切な対応ができる応用力と実践力を修得させ

るキャリア教育教科を配置する。

⑵ 「 食や健康」 のスペシャリ スト と し て幅広い知識、 技術を身につけるために、 フード スペシャリ ス

ト の資格を取得するための教科を配置する。

学修成果の評価は、 シラバスに記載した各科目の到達目標に基づき、 その到達度に応じた成績評価基準

を設けて適正に行います。

アド ミ ッ ショ ンポリ シー（ 入学者の受入方針）

本学科では、 社会で活躍できる栄養士を育成するため、 次に掲げる知識・ 技能や能力、 目的意識・ 意欲

を備えた人を求めます。

⑴ 高等学校卒業レベルの教養的知識と技能、 語学力ならびに科学的知識を有している人

⑵ 種々の課題に対する思考力・ 判断力・ 表現力等の基本的能力、 および主体性を持って多様な人々と

協働して学ぶ態度を身につけている人

⑶ 自然科学系教科および人の健康・ 栄養に関心があり 、 さ らに深く 学ぶ気持ちがある人

⑷ 栄養士になるための「 食」 に関する専門知識と技術を修得する強い意欲がある人

⑸ 自主的に行動できるよう 心がける姿勢や、 基本的なコミ ュニケーショ ン能力を身につけている人

【 入学前の学習について】

⑴ 栄養士の社会的役割や業務内容と職域などの概要を調べると同時に、 栄養士になるために学修しな

ければならない知識・ 技能範囲の大略を理解しておく ことが望まれる。

⑵ 社会における「 食」 に関する様々な問題に対して興味と関心を持って自分自身で調べておく ことが

望まれる。

⑶ 入学後に必要な基礎的知識を身につけるために、 本学科が行う 入学前教育に積極的に取り組むこと

が望まれる。
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